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六
四
五
円
じ
ゃ
生
活
で
き
な
い
！

労
働
局
前
集
会
の
様
子

最
賃
デ
ー
で
世
論
に
ア
ピ
ー
ル

　
高
知
県
労
連
は
六
月
二
十
九
日
、

二
〇
一
二
年
度
の
地
域
最
低
賃
金
の

大
幅
引
き
上
げ
を
目
指
し
て
、
最
賃

デ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
七
時
三
十

分
か
ら
十
八
時
十
五
分
ま
で
ハ
ン
ガ
ー

ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
い
な
が
ら
集
会
、

交
渉
、
座
り
込
み
を
行
い
ま
し
た
。

　
八
時
三
十
分
か
ら
の
労
働
局
前
で
の

集
会
に
は
十
七
人
が
参
加
。
Ｒ
Ｋ
Ｃ
、

Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｖ
、
サ
ン
サ
ン
Ｔ
Ｖ
の
Ｔ
Ｖ
局
三

社
と
高
知
新
聞
が
取
材
に
訪
れ
ま
し

た
。

二
〇
世
紀
は
戦
争
の
世

紀
と
言
わ
れ
る
。
戦
争
犠

牲
者
は
一
億
六
千
万
人
と

の
推
計
も
あ
り
、
そ
れ
以

前
の
世
紀
と
は
比
べ
物
に

な
ら
な
い
数
字
だ
け
に
納
得
さ
せ
ら
れ

る
▲
し
か
し
、
そ
れ
と
真
逆
と
も
取
れ

る

「二
〇
世
紀
は
民
主
主
義
の
世
紀
」

と
位
置
付
け
た
の
が
、
イ
ン
ド
生
ま
れ

で
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
取
っ
た
ア
マ
ル

テ
ィ
ア
・
セ
ン
で
あ
る
。
「二
〇
世
紀
は

数
々
の
発
展
を
成
し
遂
げ
た
。
し
か

し
、
そ
の
中
で
最
も
際
立
っ
て
い
る
の

は
、
民
主
主
義
の
台
頭
で
あ
る
」
と
言

い
切
っ
て
い
る

（貧
困
の
克
服
）
▲
セ
ン

は
、
「独
立
民
主
国
家
で
本
格
的
な
飢

饉
が
発
生
し
た
国
は
一
つ
も
な
い
」
と
言

い
、
そ
こ
に
は
批
判
勢
力
や
比
較
的
自

由
な
メ
デ
ィ
ア
が
存
在
し
、
政
府
は
誤

り
を
修
正
さ
せ
ら
れ
、
飢
え
の
苦
痛

を
軽
減
す
る
政
策
を
取
ら
ざ
る
を
得
な

く
な
る
か
ら
だ
と
説
明
す
る
。
更
に
、

「政
治
的
・
市
民
的
権
利
は
経
済
的
・
社

会
的
破
局
の
防
止
に
、
積
極
的
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
も
述
べ

て
い
る
▲
原
発
再
稼
働
、
消
費
税
引
き

上
げ
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
、
繰
り
返
さ

れ
る
世
界
的
な
経
済
危
機
。
こ
の
破
局

を
救
う
の
は
民
主
主
義
の
力
、
国
民
の

声
以
外
に
な
い
▲
セ
ン
は
、
民
主
主
義

に
適
し
て
い
る
国
、
適
さ
な
い
国
は
な
い

と
い
う
。
「人
々
は
民
主
主
義
の
プ
ロ
セ

ス
を
通
し
て
民
主
主
義
に
適
合
し
て
行

く
」。
首
相
官
邸
前
の
市
民
的
な
行
動

は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ

て
い
る
。
（田
）

　
七
月
二
十
五
日
、
中
央
最
低
賃
金
審

議
会
の
小
委
員
会
は
二
〇
一
二
年
度
の

地
域
別
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
幅
の

「目
安
」を
ま
と
め
ま
し
た
。
高
知
県
は

四
円
ア
ッ
プ
。
全
国
平
均
で
は
七
円
の

引
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。
目
安
に
と

ら
わ
れ
な
い
大
幅
な
引
き
上
げ
を
求
め

る
運
動
を
強
く
大
き
く
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
八
月
一
日
に
は
高

知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
で
意
見
陳
述

を
行
い
ま
す
。

　
続
い
て
高
知
一
般
の
前
田
組
合
長
が
全

国
一
律
最
賃
制
の
重
要
性
を
、
高
知
自

治
労
連
の
杉
村
書
記
長
が
自
治
体
関
連

の
職
場
か
ら
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
な
く
す

決
意
を
、
自
交
総
連
高
知
地
連
の
横
田

書
記
長
が
タ
ク
シ
ー
現
場
の
最
賃
割
れ

是
正
の
闘
い
の
決
意
を
そ
れ
ぞ
れ
語
り

ま
し
た
。

　
続
い
て
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
で
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト

ラ
イ
キ
を
行
い
な
が
ら
、
座
り
込
み
と

宣
伝
行
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
希
望
す
る
最
低
賃
金
に
つ
い
て
の

シ
ー
ル
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
一
九
四
人
中
、
八
〇
〇
円

は
ほ
し
い
と
い
う
人
が
、
九
十
三
人
。
一

〇
〇
〇
円
以
上
と
答
え
る
人
が
九
十
五

人
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
田
口
書
記
長
が
「中
央
最

低
賃
金
審
議
会
（中
賃
）が
六
月
二
十

　
西
山
委
員
長
は
、
「東
京
と
は
、
百

九
十
二
円
の
差
が
あ
る
。
同
じ
仕
事

を
し
て
こ
れ
ほ
ど
の
格
差
は
許
せ
な
い
。

最
低
生
計
費
の
調
査
で
は
、
高
知
県

だ
か
ら
安
く
暮
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
単

身
者
二
十
五
歳
で
高
知
県
で
も
月
二

十
二
万
円
は
必
要
と
出
て
お
り
、
東

京
と
大
差
は
な
い
。
消
費
税
が
十
％

も
あ
げ
ら
れ
た
ら
生
活
で
き
な
く
な

る
。
消
費
税
の
引
き
上
げ
を
阻
止
し
、

大
幅
な
最
賃
の
引
き
上
げ
を
勝
ち
取

ろ
う
」
と
檄
を
飛
ば
し
ま
し
た
。

六
日
に
開
催
さ
れ
、
七
月
二
十
六
日
に

は
目
安
が
出
さ
れ
る
。
全
労
連
四
国
地

区
協
で
今
年
は
最
低
生
計
費
調
査
を

行
っ
た
。
六
月
二
十
二
日
に
は
全
労
連

四
国
地
方
協
で
中
賃
の
今
野
委
員
長
に

も
要
請
し
た
。
他
方
、
地
方
の
経
営
者

団
体
は
連
名
で
引
き
上
げ
抑
制
の
申
し

入
れ
を
中
賃
に
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

一
月
あ
ま
り
、
激
し
い
ツ
バ
競
り
合
い
と

な
る
。
全
力
で
大
幅
引
き
上
げ
を
取
り

組
も
う
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

第２５回定期大会告示

【日程】 2012 年9 月 9 日 （日）

【時間】 午前１０時開始

【場所】 人権啓発センター6 Ｆ

【議題】 方針提案

　　　　　　決算・予算

　　　　　　役員提案
労働局前交渉の様子
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七
月
十
八
日
、
「消
費
税

増
税
反
対
」
の
横
幕
を
ボ

デ
ィ
ー
に
貼
っ
た
自
動
車
が

五
十
台
、
中
央
公
園
に
結

集
し
ま
し
た
。

　
消
費
税
増
税
法
案
の
参

議
院
で
の
審
議
が
始
ま
り

ま
し
た
が
、
国
民
世
論
の
多

数
派
は
消
費
税
増
税
反

対
。
民
主
党
の
分
裂
も
あ

り
、
野
田
政
権
の
政
権
基

盤
は
崩
壊
寸
前
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
Ｔ
Ｖ
取
材
も

あ
り
、
市
内
を
四
コ
ー
ス
に

分
か
れ
宣
伝
カ
ー
を
先
頭

に
、
の
ぼ
り
旗
を
立
て
た
農
民
連
の

軽
ト
ラ
あ
り
で
、
賑
や
か
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

　
例
え
、
参
議
院
で
法
案
が
通
っ
て

も
実
施
さ
れ
る
の
は
二
〇
一
四
年
の

消費税増税反対！
自動車パレードに５０台！

四
月
。
来
年
八
月
は
衆
議
院
の
任

期
満
了
で
あ
り
、
実
施
前
に
国
民
が

審
判
を
下
す
機
会
が
あ
り
ま
す
。

　
粘
り
強
く
引
き
上
げ
反
対
の
運
動

を
し
よ
う
と
意
思
を
固
め
合
い
ま
し

た
。

伊
方
原
発
再
稼
働
反
対
集
会
に
四
〇
〇
人

「伊
方
原
発
の
再
稼
働
を
許
す
な
」と
原
発
を
な
く
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推

進
す
る
高
知
県
民
連
絡
会
は
、
七
月
十
八
日
、
高
知
県
に
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。県

側
は
、
林
業
振
興
・環
境
部
杉
本

副
部
長
、
塚
本
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
課

長
ら
五
人
が
対
応
。
会
側
か
ら
は
四
十

人
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
側
か
ら
、
伊
方
原
発
の
沖
合
六

㎞
の
活
断
層
が
動
い
た
場
合
、
Ｍ
八
ク

ラ
ス
の
地
震
発
生
の
可
能
性
が
あ
り
、

そ
の
際
二
〇
〇
〇
ガ
ル
を
超
え
る
揺
れ

が
想
定
さ
れ
る
。
伊
方
原
発
の
耐
震
地

震
動
は
五
七
〇
ガ
ル
で
あ
り
、
地
震
動

自
体
に
よ
っ
て
、
制
御
棒
挿
入
の
失
敗

な
ど
緊
急
停
止
機
能
が
稼
働
せ
ず
、

福
島
原
発
事
故
を
上
回
る
事
故
を
引

き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
。

県
側
は
、
「中
央
構
造
線
に
お
け
る

地
震
、
三
連
動
地
震
への
対
策
が
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。
四
電
か
ら
は
、
Ｍ
八

の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
を
確
認
し
て

い
る
と
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。
新
た
な

知
見
を
反
映
し
た
上
で
の
安
全
性
の
確

認
を
要
請
し
て
い
る
」と
答
え
ま
し
た
。

ま
た
、
「（現
行
の
）
安
全
委
員
会
が

稼
働
し
て
い
な
い
現
状
で
の
再
稼
働
判
断

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
九
月
発
足
予

定
の
新
規
制
庁
で
新
た
な
安
全
基
準
を

作
る
な
ど
、
機
能
を
発
揮
で
き
る
体
制

が
整
え
ら
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
」と
答

え
ま
し
た
。

更
に
会
側
は
、
「一
旦
事
故
が
起
き

れ
ば
、
高
知
県
に
も
甚
大
な
被
害
が
及

ぶ
。
高
知
県
も
地
元
。
県
民
の
生
命
財

産
を
守
る
た
め
再
稼
働
判
断
に
影
響
が

行
使
で
き
る
安
全
協
定
を
四
国
電
力
と

結
ぶ
べ
き
」
と
の
要
求
に
は
、
「稼
働
自

体
に
係
わ
る
協
定
を
結
ん
で
い
る
と
こ
ろ

は
全
国
土
ど
こ
に
も
な
い
」と
一
旦
、
形

式
論
で
答
え
、
協
定
締
結
自
体
に
は
後

ろ
向
き
の
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
「愛
媛
と
高
知
で
判
断
が

食
い
違
っ
た
場
合
は
、
国
に
申
し
入
れ
を

伊
方
原
発
の
再
稼
働
を
さ
せ
る
な
、
と
県
交
渉

す
る
」「高
知
県
の
判
断
基
準
は
、
四
電

に
も
愛
媛
県
に
も
伝
え
て
い
る
。
ル
ー
ル

で
は
な
い
が
、
一
定
の
担
保
と
な
る
と

考
え
て
い
る
」
と
自
信
を
覗
か
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
「一
旦
事
故
が
起
き
た
場
合

の
通
報
連
絡
に
つ
い
て
は
、
安
全
協
定
を

結
び
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

専
門
家
か
ら
な
る
安
全
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
「県
内
に
は
原
子
力
の

専
門
家
が
お
ら
ず
、
難
し
い
課
題
だ
。

県
の
立
場
と
い
う
の
は
、
国
の
判
断
を

監
視
す
る
と
い
う
役
割
分
担
に
よ
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
」と
答
え

ま
し
た
。

全
体
と
し
て
は
、
国
、
愛
媛
県
の

対
応
待
ち
の
姿
勢
か
ら
脱
し
て
お
ら

ず
、
会
側
か
ら
最
後
に
、
①
県
と

し
て
、
実
効
性
を
も
っ
て
監
視
し
て

い
く
委
員
会
な
ど
の
体
制
を
構
築
す

べ
き
。
②
県
と
し
て
、
国
、
愛
媛

県
、
四
電
に
対
し
再
稼
働
反
対
の
能

動
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
起
こ
す
べ
き
、
と

強
く
求
め
ま
し
た
。

国
、
愛
媛
県
、
四
国
電
力
任
せ
で
は
な
い
独
自
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を

原
発
を
な
く
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
推
進
す
る
高
知
県
民
連
絡
会
は
、

七
月
二
十
二
日
、
丸
の
内
緑
地
に
て

「伊
方
原
発
再
稼
働
反
対
高
知
集
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
労
働
組

合
、
民
主
団
体
、
市
民
団
体
な
ど
四

〇
〇
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

集
会
参
加
者
か
ら
の
発
言
で
は
、
東

京
か
ら
避
難
し
て
き
た
方
が
「夫
婦
は

別
々
に
過
ご
す
事
に
な
っ
た
が
、
子
供

に
マ
ス
ク
を
付
け
さ
せ
る
こ
と
な
く
過
ご

す
た
め
に
高
知
に
避
難i

し
て
き
ま
し

た
。
」
と
原
発
事
故
に
よ
る
不
安
と
憤

り
を
涙
な
が
ら
に
訴
え
ま
し
た
。

壇
上
に
上
が
っ
て
発
言
し
た
方
の
多
く

が
、
「今
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
」
「何
か

立
ち
上
が
ら
な
く
て
は
」と
い
う
想
い
を

持
っ
て
集
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
首
相

官
邸
前
に
集
ま
っ
た
市
民
も
、
私
た
ち

と
同
じ
想
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ

原
発
依
存
か
ら
の
脱
却
に
向
け
て
大
き

な
世
論
で
政
治
を
動
か
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

デモ行進の様子

中央公園集会の様子
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5月-6月 19件 解雇・雇止め 5人 正規職員 11人

男性 20人 賃金・残業代未払い 10人 パート・契約 8人

女性 17人 社会･雇用保険 3人 臨時・嘱託

20代 2人 労働条件切り下げ 1人 不明 18人

30代 2人 労働時間・年休 9人

40代 1人 パワハラ 3人 加入 4人

50代 7人 労災 1人

60代 4人 その他 5人

不明 21人

件数と男女・年齢構成 相談内容 雇用形態

組合加入

樫
や
ん
奮
戦
記
2 3

第１４回

　

『働くものの学習交流集会』

五
月
、
六
月
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
製

造
業
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
四
人
（男

性
三
人
、
女
性
一
人
）が
労
働
相
談

セ
ン
タ
ー
の
紹
介
で
、
高
知
一
般
労

組
に
加
入
し
ま
し
た
。
今
回
の
事
例

紹
介
は
パ
ー
ト
労
働
者
に
対
す
る
年

休
付
与
差
別
問
題
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。
公
立
保
育
園
で
保
育
士
と
し
て

勤
務
す
る
Ａ
さ
ん
の
雇
用
形
態
は
有

期
雇
用
で
短
時
間
パ
ー
ト
で
す
。
雇

用
契
約
は
空
白

（期
間
）
な
く
６
カ

月
ご
と
に
反
復
更
新
し
今
年
で
５
年

目
で
す
。
職
場
の
状
況
は
ほ
と
ん
ど

が
正
規
雇
用
（同
一
労
働
）
の
人
た

ち
（保
育
士
）
で
す
。
年
休
が
取
れ

な
い
理
由
は
雇
用
主
（教
育
委
員
会
）

か
ら
パ
ー
ト
に
は
年
休
は
あ
り
ま
せ
ん

と
言
わ
れ
雇
用
の
調
整
弁
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
。
Ａ
さ
ん
は
正

規
職
員
の
年
休
取
得
日
の
代
替
要
員

の
役
割
を
果
た
す
一
方
、
自
身
は
年

休
が
取
れ
ず
に
働
い
て
き
て
い
た
の
で

す
。
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
有
期
雇

用
・短
時
間
（パ
ー
ト
）
労
働
者
に
も

労
働
基
準
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
労

働
基
準
法
（三
十
九
条
）は
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
の
年
休
（付
与
）
に
つ
い

て
、
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
（正
規
雇
用
）

と
原
則
と
し
て
同
様
に
扱
う
こ
と
と

規
定
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
雇
入

れ
時
か
ら
六
カ
月
経
過
を
す
れ
ば

パ
ー
ト
時
間
（週
勤
務
日
数
）
に
応

じ
て
年
休
が
付
与
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
パ
ー
ト
労
働
法

は
、
通
常
の
労
働
者
と
同
じ
働
き
方

を
し
て
い
る
者
に
は
そ
の
待
遇
に
つ
い

て
差
別
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
程
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
ケ
ー
ス
の
よ
う

に

「パ
ー
ト
に
は
年
休
は
あ
り
ま
せ

ん
」
は
、
雇
い
主
の
身
勝
手
な
理
屈

で
違
法
で
す
。
問
題
解
決
に
む
け
組

合
加
入
を
勧
め
る
と
と
も
に
労
働
基

準
監
督
署
への
申
告
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
し
た
。

六
月
三
十
日
か
ら
七
月
一
日
に
か

け
、
「第
十
四
回
　
働
く
も
の
の
学
習
交

流
集
会
ｉ
ｎ
高
知
」を
大
川
村
の
白
滝
の

里
に
て
開
催
し
、
四
国
各
地
か
ら
青
年

を
中
心
に
、
七
十
五
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。こ

の
「働
く
も
の
の
学
習
交
流
集
会
」

（以
下
「働
く
も
の
」）
は
全
労
連
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
と
学
習
協
が
主
催
し
、
楽
し
く

学
ん
で
次
世
代
育
成
を
行
お
う
と
い
う

も
の
。
青
年
が
主
体
と
な
っ
て
、
四
国

各
県
が
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
高
知
県
で
の
開
催
は
三
回
目
と
な

「
食
と
地
域
の
再
生
を
！
」
食
健
連
総
会

　
高
知
県
食
健
連
は
、
七
月
七
日(

土)

に
、
二
〇
一
二
年
度
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
総
会
で
は
、
議
案
提
案
の
前

に
会
長
の
岩
佐
和
幸
教
授
よ
り
「高

知
市
内
回
転
寿
司
業
界
に
見
る
食
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と
題
し
て
学
習
講
演

を
行
い
、
近
年
高
知
市
内
で
連
立
し

て
い
る
回
転
寿
司
店
の
実
態
調
査
か

ら
、
利
益
追
求
を
第
一
目
的
と
し
た

企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
地
域
や
社
会

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
議
案
は
拍
手

で
採
択
さ
れ
、
参
加
組
織
や
団
体

か
ら
の
発
言
で
方
針
が
補
強
さ
れ
、

今
後
も
高
知
県
の
食
糧
と
健
康
、

地
域
守
る
活
動
が
ま
す
ま
す
求
め
ら

れ
る
情
勢
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
会
長
に
岩
佐
和
幸
氏
（高
知

大
教
授
）、
事
務
局
長
に
中
岡
健
太

氏
（県
労
連
）
を
再
任
し
ま
し
た
。

り
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
『人
間
ら
し
く
生
き
る
』。
こ
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
講
演
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
交
流

会
・
活
動
報
告
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
学
習
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
で
は
、
「普
通
の
権
利
が
守
ら
れ
て
い

な
い
状
況
が
普
通
」な
青
年
に
、
「し
ょ
う
が
な
い
」と

諦
め
る
の
で
は
な
く
、
人
間
ら
し
い
労
働
や
生
活
と
は

何
な
の
か
を
考
え
、
今
持
っ
て
い
る
不
満
や
不
安
が
実

は
要
求
な
の
だ
と
気
付
け
る
よ
う
な
内
容
を
心
が
け

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「職
種
が
違
っ
て
い
て
も
悩
み
は
一

緒
だ
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
」や
「諦
め
ず
に
運
動

す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
分
か
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
の
「働
く
も
の
」
は
徳
島
で
の
開
催
と
な
り

ま
す
。
職
場
と
地
域
を
超
え
た
交
流
で
、
多
く
の
仲

間
の
運
動
や
考
え
に
触
れ
る
機
会
に
る
こ
と
間
違
い
な

し
。
ぜ
ひ
参
加
し
み
て
く
だ
さ
い
。

in高知
職場と地域の枠を超え７５名が参加

「働
く
も
の
」
集
合
写
真
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　
抽
選
で
三
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
八
月
二
十
五

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

我
慢
で
き
ん
ち
ょ
っ
と
の
秘
密
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（牧
師
）

安
全
や
原
発
の
上
飛
ぶ
オ
ス
プ
レ
イ

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（源
朝
光
）

か
き
氷
ワ
イ
ル
ド
だ
ぜ
と
一
気
食
い

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（高
橋
狸
）

官
邸
で
国
民
の
声
を
音
と
聞
く

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　 

　
（石
丸
虎
子
）

時
事
川
柳
を
募
集
中
！

川
柳
コ
ー
ナ
ー

　
１
４
２
号
の
答
え
は「
セ
ン
プ
ウ

キ
」
で
し
た
。当
選
者
は
以
下
の
方

で
す
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
当
選
者
】

　
　
　

オ
オ
イ
辞
め
ろ
叫
び
た
く
な
る
再
稼
働

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（高
橋
狸
）

梅
雨
明
け
て
雷
鳴
と
な
れ
デ
モ
の
声

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（源
朝
光
）

～
楽
し
み
は
頭
を
ひ
ね
っ
て
五
七
五
～

　
　
川
柳
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か  (

二)

ラ
ジ
オ
で
は
訳
が
分
か
ら
ぬ
サ
ッ
カ
ー
中
継

　
　
　
　             

　
　
　  

　
　
　  

　
（高
橋
狸
）

カ
ギ
を
解
き
、
二
重
枠
に
入
る

文
字
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は

何
で
し
ょ
う

【タ
テ
の
カ
ギ
】
①
夏
の
暑
さ
。

―
―
払
い
　
②
体
重1

0
0

㌔
の

―
―
　
③
３
割
３
分
３
○
○
　
④
被

災
。
―
―
証
明
書
　
⑥
―
―
募

金
、
―
―
墓
地
　
⑧
硬
貨
。
―
―

ロ
ッ
カ
ー
　
⑩
―
―
話
、
―
―
体
、

―
―
離
れ
　
⑪
○
○
に
泥
を
塗
る
　

⑬
投
稿
が
○
○
に
な
っ
た

【ヨコのカギ】 ②

先輩の――で就

職できた　⑤宴会

の――として手品

を披露した　⑦外

出――証　⑧○

○は盲目　⑨今

日の――は吉

と出た　⑪○○

が立つ言い方

　⑫良妻――　

⑭列車が――

して大事故に

なった

　
私
の
川
柳
の
兄
弟
弟
子
に
小
笠
原
望
と
い

う
方
が
居
り
ま
す
。
彼
は
自
ら
を
《田
舎

医
者
》
と
自
称
し
、
《四
万
十
川
、
赤
鉄

橋
、
す
ぎ
そ
ば
》
で
、
《何
で
も
話
せ
る
診

療
所
》（大
野
内
科
）を
開
設
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
診
察
（受
診
）
の
日
々
の
中
で
、
患

者
さ
ん
と
の
会
話
か
ら
拾
っ
た
こ
と
ば
、
つ

ぶ
や
き
、
表
情
な
ど
を
メ
モ
用
紙
に
書
き

取
り
、
診
察
室
の
壁
い
っ
ぱ
い
に
貼
り
、
そ

れ
を
も
と
に
し
て
川
柳
を
作
り
続
け
て
い
ま

す
。
・
急
ぐ
な
よ
癌
に
さ
さ
や
く
午
前
二

時
・病
室
の
夜
退
屈
の
鶴
を
折
る
・も
う
い

い
じ
ゃ
な
い
お
め
で
と
う
あ
り
が
と
う
（小

笠
原
望
）

　
改
め
て
、
皆
さ
ん
は
川
柳
に
ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
ま
す
か
。
お
そ
ら

く
、
テ
レ
ビ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
な
ど
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
、
例
え
ば
「い
い
家

内
十
年
た
っ
た
ら
お
っ
家
内
」ま
た
「小
便

は
無
用
と
書
い
て
大
を
さ
れ
」な
ど
の
駄

洒
落
や
語
呂
合
わ
せ
な
ど
を
使
っ
た
面
白

お
か
し
い
も
の
で
、
文
芸
的
な
レ
ベ
ル
は
低

い
も
の
と
、
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
現
在
の

川
柳
は
、
人
間
や
社
会
な
ど
を
真
面
目

に
詠
む
立
派
な
文
芸
で
す
。
で
も
、
堅

く
て
面
白
味
が
な
い
句
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
人
情
の
機
微
や
感
銘
を
受
け

る
句
が
多
く
、
ま
た
ユ
ー
モ
ア
や
お
か
し

み
の
あ
る
句
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
は
良
質
の
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
句
で
、

く
す
り
と
笑
わ
せ
る
文
芸
性
を
か
も
し

出
し
て
い
ま
す
。
次
の
例
句
を
味
わ
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

・父
の
名
を
呼
び
捨
て
に
す
る
迷
子
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麻
生
道
郎

・香
典
は
親
父
が
す
ぐ
に
と
り
返
す

　
　       

　
　        

　
　
　
　
　
　
土
居
耕
花

・命
ま
で
か
け
た
女
で
こ
れ
か
い
な

　
　        

　
　                   

　
松
江
梅
理

おたよりの紹介

○原発再稼働反対の流れは次第に大きくなっています。 ・ ・ ・ もうひ

　といきです。 県教組 （H･O）

○原発再稼働反対の大きなうねりを感じます。 マスコミもとうとう取り上げ

　るようになりましたね。 自然エネルギーへの転換を強く望みます。 「四

　万十川アピール」 すばらしい！！香美市職労 （M･K）

○繁藤災害の教訓忘れまじ！！亡くなられた方のご冥福を祈る集会を　

　おえて、 この機関誌をひらいたところ、 川柳コーナー 「忘れない繁藤

　災害４０年」 が目に飛び込んで来ました。 さすが県労連の機関

○オスプレイの配備に絶対反対します。 大川村に米軍機が墜落したと

　きの悪夢がよみがえります。 県教組 （H･O）

　
　
　

国
沢
　
マ
キ
　
さ
ん

　
　
　
　（
香
美
市
職
労
）

村
上
　
や
よ
い
　
さ
ん

　
　
　
　
　（
県
教
組
）

島
田
　
佳
幸
　
さ
ん

　
　
　
　
　（
県
教
組
）

○安売りの航空会社、 それだけではない、 守るべきものがあると思い

　ます！四万十町職労 （Y･I）

紙！！県教組 （Y･M）




